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(57)【要約】
電子デバイスのためのスタータ回路(128)は、アンテナ(
222)に結合される入力を有する整流器回路(212)と、整
流器回路に結合されるシュミットトリガ(214)と、シュ
ミットトリガ(214)からのパルスを受け取るように結合
され、パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分
であるかを決定するためパルス特性を測定し、パルスが
有効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリ
セット信号を生成するように構成されるパルスタイマ回
路(216)と、パルスタイマ回路の出力に結合される第1の
入力および第2の入力を有するカウンタ(218)であって、
カウンタのカウント値が予め規定された値に到達すると
電子デバイスの構成要素の電源オンを開始する信号を出
力するように構成されるカウンタ(218)とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子デバイスのためのスタータ回路であって、
　アンテナに結合される入力を備える整流器回路と、
　前記整流器回路からの整流した信号を受け取るように結合される入力を備えるシュミッ
トトリガと、
　前記シュミットトリガからのパルスを受け取るように結合されて、前記パルスが有効な
スタートアップシーケンスの部分であるかどうかを決定するためパルス特性を測定し、前
記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリセット信号を生成する
ように構成されるパルスタイマ回路と、
　前記パルスタイマ回路の出力に結合される第1の入力および第2の入力を有するカウンタ
であって、カウンタのカウント値が予め規定された値に到達すると前記電子デバイスの構
成要素の電源オンを開始する信号を出力するように構成されるカウンタと
を備える、スタータ回路。
【請求項２】
　前記パルス特性がパルス幅および周期を含む、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項３】
　前記スタートアップシーケンスがOOK変調信号である、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項４】
　前記アンテナが、電磁信号を受信するために前記電子デバイスによって使用されるアン
テナを備える、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項５】
　前記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分であるかどうかを決定するためパ
ルス特性を測定することが、前記パルスが予め規定されたタイミングパラメータ特性と合
致するかどうか決定するため前記検出したパルスのタイミングパラメータを測定すること
を含む、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項６】
　前記タイミングパラメータが、前記受け取った信号中に含まれる前記検出したパルスの
パルス幅および周期を含む、請求項5に記載のスタータ回路。
【請求項７】
　前記整流器回路が、前記整流器回路によって前記アンテナから受け取った信号の電力レ
ベルが予め規定された電力レベルと等しいまたは予め規定された電力レベルより大きい場
合にだけ、前記整流信号を出力する、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項８】
　(i)前記整流器回路によって受け取られた信号の電力レベルが第1の予め規定された電力
レベルと等しいまたは前記第1の予め規定された電力レベルより大きく、前記第1の予め規
定された電力レベルが前記送受信機により受け取られた通信信号の電力レベルよりも大き
い、かつ、(ii)前記送受信機がスリープモードからアクティブモードに切り替わるべきで
あることを示す予め規定されたスタートアップシーケンスであるスタートアップシーケン
スを前記受け取った信号が含むときにだけ、前記電子デバイスの構成要素の電源オンを開
始するための前記信号を送信する、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項９】
　ディアクティベーション信号を前記送受信機に送信して、前記送受信機をスリープモー
ドに切り替えさせるように構成される、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項１０】
　前記ACスタータ回路が、(i)前記受け取った信号の電力レベルが予め規定された電力レ
ベルと等しいまたは前記予め規定された電力レベルより大きい、かつ、(ii)前記送受信機
がアクティブモードから前記スリープモードに切り替えるべきであることを示す予め規定
されたシャットダウンシーケンスであるシャットダウンシーケンスを前記受け取った信号
が含むときにだけ、シャットダウン信号を前記送受信機に送信する、請求項9に記載の無
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線通信デバイス。
【請求項１１】
　シャットダウンシーケンスがスタートアップシーケンスと異なる、請求項9に記載の無
線通信デバイス。
【請求項１２】
　シャットダウンシーケンスがスタートアップシーケンスと異なり同じである、請求項9
に記載の無線通信デバイス。
【請求項１３】
　前記電子デバイスが経口摂取可能なワイヤレス内視鏡を備える、請求項1に記載のスタ
ータ回路。
【請求項１４】
　電源オンにされる前記電子デバイスの前記構成要素が送受信機を備える、請求項1に記
載のスタータ回路。
【請求項１５】
　前記電子デバイスの構成要素がアクティブモードで消費するリーク電流より少ないリー
ク電流をスリープモードで消費する、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項１６】
　前記整流器回路が電力検出器を備える、請求項1に記載のスタータ回路。
【請求項１７】
　経口摂取可能なワイヤレス内視鏡システムであって、
　内視鏡データ端末、ならびに
　　画像センサ、
　　前記画像センサから画像を受信するように結合される通信送受信機であって、画像を
前記内視鏡データ端末に送信するように構成される通信送受信機、および
　　　アンテナに結合される入力を備える整流器回路と、
　　　前記整流器回路からの整流した信号を受け取るように結合される入力を備えるシュ
ミットトリガと、
　　　前記シュミットトリガからのパルスを受け取るように結合されて、前記パルスが有
効なスタートアップシーケンスの部分であるかどうかを決定するためパルス特性を測定し
、前記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリセット信号を生成
するように構成されるパルスタイマ回路と、
　　　前記パルスタイマ回路の出力に結合される第1の入力および第2の入力を有するカウ
ンタであって、カウンタのカウント値が予め規定された値に到達すると前記送受信機の電
源オンを開始する信号を出力するように構成されるカウンタと
を備える、スタータ回路
を備える経口摂取可能なワイヤレス内視鏡
を備えるシステム。
【請求項１８】
　外部アンテナをさらに備え、前記画像が、前記外部アンテナを介して、前記経口摂取可
能なワイヤレス内視鏡の通信送受信機から前記内視鏡データ端末に送信される、請求項17
に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記内視鏡データ端末がデータ記録器を備える、請求項17に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記内視鏡データ端末がワークステーションを備える、請求項17に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分であるかどうかを決定するためパ
ルス特性を測定することが、前記パルスが予め規定されたタイミングパラメータ特性と合
致するかどうか決定するため前記検出したパルスのタイミングパラメータを測定すること
を含む、請求項17に記載のシステム。
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【請求項２２】
　前記タイミングパラメータが、前記受け取った信号中に含まれる前記検出したパルスの
パルス幅および周期を含む、請求項21に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記パルス特性がパルス幅および周期を含む、請求項17に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記スタートアップシーケンスがOOK変調された信号である、請求項17に記載のシステ
ム。
【請求項２５】
　前記アンテナが、電磁信号を受信するために前記電子デバイスによって使用されるアン
テナを備える、請求項17に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記整流器回路が、前記整流器回路によって前記アンテナから受け取った信号の電力レ
ベルが予め規定された電力レベルと等しいまたは予め規定された電力レベルより大きい場
合にだけ、前記整流信号を出力する、請求項17に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記スタータ回路が、(i)前記整流器回路によって受け取られた信号の電力レベルが第1
の予め規定された電力レベルと等しいまたは前記第1の予め規定された電力レベルより大
きく、前記第1の予め規定された電力レベルが前記送受信機により受け取られた通信信号
の電力レベルよりも大きい、かつ、(ii)前記送受信機がスリープモードからアクティブモ
ードに切り替わるべきであることを示す予め規定されたスタートアップシーケンスである
スタートアップシーケンスを前記受け取った信号が含むときにだけ、前記電子デバイスの
構成要素の電源オンを開始するための前記信号を送信する、請求項17に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記スタータ回路が、ディアクティベーション信号を前記送受信機に送信して、前記送
受信機をスリープモードに切り替えさせるように構成される、請求項17に記載のシステム
。
【請求項２９】
　前記ACスタータ回路が、(i)前記受け取った信号の電力レベルが予め規定された電力レ
ベルと等しいまたは前記予め規定された電力レベルより大きい、かつ、(ii)前記送受信機
がアクティブモードから前記スリープモードに切り替えるべきであることを示す予め規定
されたシャットダウンシーケンスであるシャットダウンシーケンスを前記受け取った信号
が含むときにだけ、シャットダウン信号を前記送受信機に送信する、請求項28に記載のシ
ステム。
【請求項３０】
　シャットダウンシーケンスがスタートアップシーケンスと異なる、請求項28に記載のシ
ステム。
【請求項３１】
　シャットダウンシーケンスがスタートアップシーケンスと異なり同じである、請求項28
に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記電子デバイスの構成要素がアクティブモードで消費するリーク電流より少ないリー
ク電流を前記スタータ回路がスリープモードで消費する、請求項17に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記整流器回路が電力検出器を備える、請求項17に記載のシステム。
【請求項３４】
　ワイヤレス電子デバイスの電源オンを開始するための方法であって、
　アンテナから信号を受け取るステップと、
　シュミットトリガを使用して前記信号中のパルスを検出するステップと、
　前記パルスがスタートアップシーケンスの有効なパルスであるかどうかを決定するため
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前記検出したパルスの特性を測定するステップと、
　予め規定された量の有効なパルスが受信されたとき、前記電子デバイスの送受信機の電
力を開始する信号を出力するステップと
を含む、方法。
【請求項３５】
　前記パルスがスタートアップシーケンスの有効なパルスであるかどうかを決定するため
前記検出したパルスの特性を測定するステップが、前記検出したパルスのタイミングパラ
メータを測定するステップを含む、請求項34に記載の方法。
【請求項３６】
　前記タイミングパラメータが、前記受け取った信号中に含まれる前記検出したパルスの
パルス幅および周期を含む、請求項35に記載の方法。
【請求項３７】
　前記スタートアップシーケンスがOOK変調信号である、請求項34に記載の方法。
【請求項３８】
　前記予め規定された量の有効なパルスが受信されたかどうかを決定するためカウンタを
使用して検出した有効なパルスをカウントするステップをさらに含む、請求項34に記載の
方法。
【請求項３９】
　前記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリセット信号を生成
し、前記リセット信号が前記カウンタをリセットする、請求項38に記載の方法。
【請求項４０】
　前記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリセット信号を生成
するステップをさらに含む、請求項34に記載の方法。
【請求項４１】
　前記アンテナが、電磁信号を受信するために前記電子デバイスによって使用されるアン
テナを備える、請求項34に記載の方法。
【請求項４２】
　アンテナと、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力を含む送受信機であって、ア
クティブモードおよびスリープモードを含む、送受信機と、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力および前記送受信機に結合さ
れる出力を含むACスタータ回路であって、前記アンテナからの前記信号を受け取るように
結合され、前記受け取った信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベルと等しい
とき、または第1の予め規定された電力レベルより大きいときにのみ整流した無線信号を
生成するように構成される、整流器回路を備えるACスタータ回路と
を備え、
　(i)前記受け取った信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定された電力レベルと等し
いまたは前記第1の予め規定された電力レベルより大きく、前記第1の予め規定された電力
レベルが前記送受信機により受け取られた通信信号の電力レベルよりも大きい、かつ、(i
i)前記送受信機が前記スリープモードから前記アクティブモードに切り替わるべきである
ことを示す予め規定されたスタートアップシーケンスであるスタートアップシーケンスを
前記受け取った信号が含むときにだけ、前記ACスタータ回路が前記送受信機にアクティベ
ーション信号を送信し、前記受け取った信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定され
た電力レベルと等しくないもしくは前記第1の予め規定された電力レベルより大きくない
とき、または前記スタートアップシーケンスが前記予め規定されたスタートアップシーケ
ンスでないとき、前記ACスタータ回路が前記送受信機に前記アクティベーション信号を送
信せず、
　前記スリープモードの前記送受信機が前記ACスタータ回路から前記アクティベーション
信号を受け取ると、前記送受信機がその動作モードを前記スリープモードから前記アクテ
ィブモードに切り替え、
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　無線信号の電力レベルが第2の予め規定された電力レベルと等しいまたは第2の予め規定
された電力レベルより大きいとき、前記アクティブモードの前記送受信機が前記アンテナ
により受け取られた前記無線信号を復号し、
　前記送受信機が前記アクティブモードで消費するリーク電流より少ないリーク電流を前
記ACスタータ回路が消費する、無線通信デバイス。
【請求項４３】
　前記第2の予め規定された電力レベルが、前記送受信機が動作可能なダイナミックレン
ジ範囲内であり、前記第1の予め規定された電力レベルが、前記第2の予め規定された電力
レベルの2倍よりも大きい、請求項42に記載の無線通信デバイス。
【請求項４４】
　前記ACスタータ回路が、シャットダウン信号を前記送受信機に送信して、前記送受信機
を前記スリープモードに切り替えさせるように構成される、請求項42に記載の無線通信デ
バイス。
【請求項４５】
　前記ACスタータ回路が、(i)前記受け取った信号の前記電力レベルが前記予め規定され
た電力レベルと等しいまたは前記予め規定された電力レベルより大きい、および、(ii)前
記送受信機が前記アクティブモードから前記スリープモードに切り替えるべきであること
を示す予め規定されたシャットダウンシーケンスであるシャットダウンシーケンスを前記
受け取った信号が含むときにだけ、前記シャットダウン信号を前記送受信機に送信する、
請求項44に記載の無線通信デバイス。
【請求項４６】
　シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと異なる、請求項44に記載
の無線通信デバイス。
【請求項４７】
　シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと異なり同じである、請求
項44に記載の無線通信デバイス。
【請求項４８】
　アンテナと、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力を含む送受信機であって、ア
クティブモードおよびスリープモードを含む、送受信機と、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力および前記送受信機に結合さ
れる出力を含むACスタータ回路であって、前記アンテナからの前記信号を受け取るように
結合され、前記受け取った信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベルと等しい
とき、または第1の予め規定された電力レベルより大きいときにのみ整流した無線信号を
生成するように構成される、整流器回路を備えるACスタータ回路と
を備え、
　(i)前記受け取った信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定された電力レベルと等し
いまたは前記第1の予め規定された電力レベルより大きく、前記第1の予め規定された電力
レベルが前記送受信機により受け取られた通信信号の電力レベルよりも大きい、かつ、(i
i)前記送受信機が前記アクティブモードから前記スリープモードに切り替えるべきである
ことを示す予め規定されたシャットダウンシーケンスであるシャットダウンシーケンスを
前記受け取った信号が含むときにだけ、前記ACスタータ回路がA/Dアクティベーション信
号を前記送受信機に送信し、前記受け取った信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定
された電力レベルと等しくないもしくは前記第1の予め規定された電力レベルより大きく
ないとき、または前記シャットダウンシーケンスが前記予め規定されたシャットダウンシ
ーケンスでないとき、前記ACスタータ回路が前記送受信機にディアクティベーション信号
を送信せず、
　前記アクティブモードの前記送受信機が前記ACスタータ回路から前記ディアクティベー
ション信号を受け取ると、前記送受信機がその動作モードを前記アクティブモードから前
記スリープモードに切り替え、
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　無線信号の電力レベルが第2の予め規定された電力レベルと等しいまたは第2の予め規定
された電力レベルより大きいとき、前記アクティブモードの前記送受信機が前記アンテナ
により受け取られた前記無線信号を復号し、
　前記送受信機が前記アクティブモードで消費するリーク電流より少ないリーク電流を前
記ACスタータ回路が消費する、無線通信デバイス。
【請求項４９】
　前記第2の予め規定された電力レベルが、前記送受信機が動作可能なダイナミックレン
ジ範囲内であり、前記第1の予め規定された電力レベルが、前記第2の予め規定された電力
レベルの2倍よりも大きい、請求項48に記載の無線通信デバイス。
【請求項５０】
　前記ACスタータ回路が、シャットダウン信号を前記送受信機に送信して、前記送受信機
を前記スリープモードに切り替えさせるように構成される、請求項48に記載の無線通信デ
バイス。
【請求項５１】
　前記ACスタータ回路が、(i)前記受け取った信号の前記電力レベルが予め規定された電
力レベルと等しいまたは前記予め規定された電力レベルより大きい、かつ、(ii)前記送受
信機が前記アクティブモードから前記スリープモードに切り替えるべきであることを示す
予め規定されたシャットダウンシーケンスであるシャットダウンシーケンスを前記受け取
った信号が含むときにだけ、前記シャットダウン信号を前記送受信機に送信する、請求項
50に記載の無線通信デバイス。
【請求項５２】
　前記シャットダウンシーケンスがスタートアップシーケンスと異なる、請求項50に記載
の無線通信デバイス。
【請求項５３】
　前記シャットダウンシーケンスがスタートアップシーケンスと異なり同じである、請求
項50に記載の無線通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の技術は一般に電力制御に関し、より詳細には、いくつかの実施形態は、移植可
能通信システムのためのスタータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯型電子デバイスが人気を得るにつれて、電池寿命、すなわち電力制御が、デバイス
設計における重要な事項となってきている。多くの電子デバイス、特にワイヤレス携帯デ
バイスは、電池寿命を延ばすように設計されてきた。移植可能医療デバイスも例外ではな
い。実際に、デバイスの長時間駆動、および電池または他の電源のために必要な空間の削
減を実現するため、低消費電力は、移植可能回路の非常に重要な特徴となっている。
【０００３】
　サブスレッショルド動作は、電子デバイスによって消費される電力を減らすために使用
される技法の1つである。デューティサイクルは、別の技法である。それによって、デバ
イスは、処理または通信していないときに「スリープモード」となり、比較的短時間で、
MACプロトコルにしたがって起動する。したがって、スリープモード期間のリーク電流は
、デバイスの全電力消費における非常に重要な要因である。スリープモードは、また、ア
クティブな通信ウィンドウ間でだけ使用できるのではなく、デバイス組立とデバイスの最
初の使用との間の期間でも使用することができる。電池が一旦接続されると、パワーオン
リセット(POR, power-on-reset)回路構成が電池/電源からの安定した電圧の存在を検出し
、リセットパルスを生成して、デジタルロジックをリセットする。次いで、デバイスは、
低電力スリープモードに入ることができ、ここで、低周波数クロックおよび最小電力管理
ユニット(PMU)回路構成がオンになる。デバイスは、指定された間隔で「ウェイクアップ
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」し、「ウェイクアップ」または「アクティベート」信号をリッスンする。そのような信
号が存在すると、チップは、電源オンにされ、データを送信または受信する。
【０００４】
　密封された構成要素の場合のように多くの用途で、手動の電池接続は利用可能ではない
場合がある。密封された用途において、電池は常に接続されているために、特にデバイス
が使用される前の長期間、棚に置かれたままの場合、リーク電流は、非常に重要である。
デバイスがアクティブ化される準備が整うまでの電源接続を遮断するためのスタートアッ
プ回路として、磁気/リードスイッチが使用されてきた。しかし、磁気スイッチはかさば
り、デバイスに追加の構成要素を加える。このことは、移植可能/経口摂取可能なデバイ
スにとって望ましくない。加えて、磁気スイッチの存在によって、磁場に依拠する他の診
断の使用、または磁場を使用する経口摂取可能な構成要素のナビゲーションを阻害または
干渉する可能性がある。
【０００５】
　特許文献１は、データを受信するために、特定の予め規定された識別信号を受信すると
イネーブルにされ、識別信号を区別するための回路構成を使用するワイヤレス受信器を採
用する。この従来型の解決策は、2つのウェイクアップ信号を使用する。その1番目は、ワ
イヤレス信号が予め規定された周波数帯で受信されると生成される。その2番目は、受診
した信号を復号し、復号した信号が予め規定された識別信号であるかどうかを決定するID
検出器によって生成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第2006/0270381号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の技術の様々な実施形態によれば、電池の消耗を減らし、それによって、デバイ
スのためのエネルギー貯蔵ユニットの棚寿命を延ばすために、スタートアップ回路構成が
設けられる。様々な実施形態では、スタートアップ回路は、スタート信号を結合するため
、デバイスの既存の送受信機アンテナを利用する一方、送受信機に非常にわずかな回路の
複雑さを追加する。デバイスにほとんどまたは全く追加の構成要素を加えずに回路を構成
することができ、したがって、回路基板の面積を実質的に増加させずに済む。この特徴は
、移植可能または経口摂取可能なデバイスにとって重要な場合がある。
【０００８】
　本開示の技術の実施形態によれば、アンテナと、アンテナからの信号を受け取るように
結合される入力を含む送受信機であって、アクティブモードおよびスリープモードを含む
、送受信機と、アンテナからの信号を受け取るように結合される入力および送受信機に結
合される出力を含むACスタータ回路であって、アンテナからの信号を受け取るように結合
され、受け取った信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベルと等しいとき、ま
たは第1の予め規定された電力レベルより大きいときにのみ整流した無線信号を生成する
ように構成される整流器回路を備えるACスタータ回路とを無線通信デバイスが含み、(i)
受け取った信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベルと等しいまたは第1の予め
規定された電力レベルより大きく、第1の予め規定された電力レベルが送受信機により受
け取られた通信信号の電力レベルよりも大きい、かつ、(ii)送受信機がスリープモードか
らアクティブモードに切り替わるべきであることを示す予め規定されたスタートアップシ
ーケンスであるスタートアップシーケンスを、受け取った信号が含むときにだけ、ACスタ
ータ回路が、送受信機にアクティベーション信号を送信し、受け取った信号の電力レベル
が第1の予め規定された電力レベルと等しくないもしくは第1の予め規定された電力レベル
より大きくないとき、またはスタートアップシーケンスが予め規定されたスタートアップ
シーケンスでないとき、ACスタータ回路は、送受信機にアクティベーション信号を送信し
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ない。さらに、ここで、スリープモードの送受信機がACスタータ回路からアクティベーシ
ョン信号を受信すると、送受信機がその動作モードをスリープモードからアクティブモー
ドに切り替える。様々な実施形態で、無線信号の電力レベルが第2の予め規定された電力
レベルと等しいまたは第2の予め規定された電力レベルより大きいとき、アクティブモー
ドの送受信機は、アンテナにより受け取られた無線信号を復号する。このとき、ACスター
タ回路は、送受信機がアクティブモードで消費するリーク電流より少ないリーク電流を消
費する。いくつかの実施形態では、第2の予め規定された電力レベルは、送受信機が動作
可能なダイナミックレンジ範囲内であり、第1の予め規定された電力レベルは、第2の予め
規定された電力レベルの2倍よりも大きい。ACスタータ回路は、送受信機をスリープモー
ドに切り替えさせるため、送受信機にシャットダウン信号を送信するように構成される。
【０００９】
　さらなる実施形態では、ACスタータ回路は、(i)受け取った信号の電力レベルが予め規
定された電力レベルと等しいまたは予め規定された電力レベルより大きい、かつ、(ii)送
受信機がアクティブモードからスリープモードに切り替えるべきであることを示す予め規
定されたシャットダウンシーケンスであるシャットダウンシーケンスを、受け取った信号
が含むときにだけ、シャットダウン信号を送受信機に送信するように構成することができ
る。シャットダウンシーケンスは、スタートアップシーケンスと異なっていてもよいし、
同じであってもよい。
【００１０】
　他の実施形態では、ACスタータ回路がアンテナからの信号を受け取るように結合される
入力および送受信機に結合される出力を含むことができ、ACスタータ回路が、アンテナか
らの信号を受け取るように結合され、受け取った信号の電力レベルが第1の予め規定され
た電力レベルと等しいとき、または第1の予め規定された電力レベルより大きいときにの
み整流した無線信号を生成するように構成される整流器回路を備え、(i)受け取った信号
の電力レベルが第1の予め規定された電力レベルと等しいまたは第1の予め規定された電力
レベルより大きく、第1の予め規定された電力レベルが送受信機により受け取られた通信
信号の電力レベルよりも大きい、かつ、(ii)送受信機がアクティブモードからスリープモ
ードに切り替えるべきであることを示す予め規定されたシャットダウンシーケンスである
シャットダウンシーケンスを受け取った信号が含むときにだけ、ACスタータ回路がA/Dア
クティベーション信号を送受信機に送信し、受け取った信号の電力レベルが第1の予め規
定された電力レベルと等しくないもしくは第1の予め規定された電力レベルより大きくな
いとき、またはシャットダウンシーケンスが予め規定されたシャットダウンシーケンスで
ないとき、ACスタータ回路は、送受信機にディアクティベーション信号を送信しない。さ
らに、アクティブモードの送受信機がACスタータ回路からディアクティベーション信号を
受け取ると、送受信機がその動作モードをアクティブモードからスリープモードに切り替
える。
【００１１】
　他の実施形態では、経口摂取可能なワイヤレス内視鏡システムは、内視鏡データ端末と
、経口摂取可能なワイヤレス内視鏡とを含む。経口摂取可能なワイヤレス内視鏡は、画像
センサと、画像センサから画像を受信するように結合される通信送受信機であって、画像
を内視鏡データ端末に送信するように構成される通信送受信機と、スタータ回路とを含む
ことができる。スタータ回路は、アンテナに結合される入力を備える整流器回路と、整流
器回路からの整流した信号を受け取るように結合される入力を備えるシュミットトリガと
、シュミットトリガからのパルスを受け取るように結合されて、パルスが有効なスタート
アップシーケンスの部分であるかどうかを決定するためパルス特性を測定し、パルスが有
効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリセット信号を生成するように構成さ
れるパルスタイマ回路と、パルスタイマ回路の出力に結合される第1の入力および第2の入
力を有するカウンタであって、カウンタのカウント値が予め規定された値に到達すると送
受信機の電源オンを開始する信号を出力するように構成されるカウンタとを含むことがで
きる。
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【００１２】
　システムは、外部アンテナをさらに含むことができ、画像は、外部アンテナを介して、
経口摂取可能なワイヤレス内視鏡の通信送受信機から内視鏡データ端末に送信される。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分であるかど
うかを決定するためパルス特性を測定することが、パルスが予め規定されたタイミングパ
ラメータ特性と合致するかどうか決定するため検出したパルスのタイミングパラメータを
測定することを含む。タイミングパラメータは、受け取った信号に含まれる検出したパル
スの、パルス幅および周期を含むことができる。
【００１４】
　整流器回路は、整流器回路によってアンテナから受け取った信号の電力レベルが予め規
定された電力レベルと等しいまたは予め規定された電力レベルより大きい場合にだけ、整
流信号を出力するように構成することができる。様々な実施形態では、スタータ回路は、
(i)整流器回路によって受け取った信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベルと
等しいまたは第1の予め規定された電力レベルより大きく、第1の予め規定された電力レベ
ルが送受信機により受け取った通信信号の電力レベルよりも大きい、かつ、(ii)送受信機
がスリープモードからアクティブモードに切り替わるべきであることを示す予め規定され
たスタートアップシーケンスであるスタートアップシーケンスを、受け取った信号が含む
ときにだけ、電子デバイスの構成要素の電源オンを開始するための信号を送信する。整流
器回路は電力検出器を備えることができる。
【００１５】
　スタータ回路は、(i)受け取った信号の電力レベルが予め規定された電力レベルと等し
いまたは予め規定された電力レベルより大きい、かつ、(ii)送受信機がアクティブモード
からスリープモードに切り替えるべきであることを示す予め規定されたシャットダウンシ
ーケンスであるシャットダウンシーケンスを、受け取った信号が含むときに、ディアクテ
ィベーション信号を送受信機に送信して、送受信機をスリープモードに切り替えさせるよ
うに構成することができる。
【００１６】
　様々な実施形態では、スタータ回路は、電子デバイスの構成要素がアクティブモードで
消費するリーク電流より少ないリーク電流をスリープモードで消費する。
【００１７】
　他の実施形態では、ワイヤレス電子デバイスの電源オンを開始するための方法は、アン
テナから信号を受け取るステップと、シュミットトリガを使用して信号中のパルスを検出
するステップと、パルスがスタートアップシーケンスの有効なパルスであるかどうかを決
定するため検出したパルスの特性を測定するステップと、予め規定された量の有効なパル
スが受信されたとき、電子デバイスの送受信機の電源オンを開始する信号を出力するステ
ップとを含む。パルスがスタートアップシーケンスの有効なパルスであるかどうかを決定
するため検出したパルスの特性を測定するステップが、検出したパルスのタイミングパラ
メータを測定するステップを含むことができる。方法は、予め規定された量の有効なパル
スが受信されたかどうかを決定するためカウンタを使用して検出した有効なパルスをカウ
ントするステップをさらに含むことができる。方法は、パルスが有効なスタートアップシ
ーケンスの部分でない場合にリセット信号をさらに生成することができ、リセット信号は
カウンタをリセットする。
【００１８】
　本開示の技術の他の特徴および態様は、本開示の技術の実施形態にしたがう特徴を例と
して図示する添付図面と共に考えれば、以下の詳細な記載から、明らかとなるであろう。
概要は、本明細書に記載されるいかなる発明の範囲も限定することを意図しておらず、発
明は、本明細書に添付される特許請求の範囲によってのみ規定される。
【００１９】
　1つまたは複数の様々な実施形態にしたがう、本明細書に開示される技術は、以下の図
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面を参照して詳細に記載される。図面は、説明のためにのみ提供され、単に、本開示の技
術の典型的または例示の実施形態を描いている。これらの図面は、読者の本開示の技術の
理解を容易にするために提供され、本開示の技術の広がり、範囲、または適用性を限定す
ると考えるべきでない。説明を明瞭で容易にするために、これらの図面は、必ずしも原寸
に比例しないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがう、例示的なWCEシステムを図
示する図である。
【図２】本開示のスタータ回路を実装できる、内視鏡カプセルの例示的な概念のアーキテ
クチャを図示する図である。
【図３】デバイス送受信機と組み合わせたスタータ回路の例示的な概念のブロック図であ
る。
【図４】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうスタータ回路についての例示
的なアーキテクチャを図示する図である。
【図５】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうスタータ回路構成128の動作
についての例示的なプロセスを図示する図である。
【図６】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがう例示的なパルスシーケンスを
図示する図である。
【図７】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうパルスタイミング回路の簡略
化した例を図示する図である。
【図８】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうスタートアップ波形、カウン
トパルス、およびリセット信号の実験測定のスクリーンキャプチャを図示する図である。
【図９】本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうスタートアップ波形、カウン
トパルス、およびリセット信号の実験測定のスクリーンキャプチャを図示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図は、網羅的であること、または本発明を開示される正確な形態に限定することを意図
していない。本発明が、修正および代替して実践できること、本開示の技術が、特許請求
の範囲およびその等価物によってのみ限定されることを理解されたい。
【００２２】
　本明細書に開示される技術の実施形態は、電子デバイスにスタータ信号を提供するため
のデバイスおよび方法を対象とする。より具体的には、本明細書に開示される技術の実施
形態は、電子デバイスが使用されていないとき、電子デバイスをスリープモードまたはパ
ワーダウンモードにすることを可能にするために設けられるスタータ回路に関する。これ
は、たとえば、デバイスが、デバイスの意図される使用の前の、出荷または(たとえば、
在庫して)保管されているときであってよい。スタータ回路は、外部デバイスから受信し
たスタートアップ信号を検出し、スタートアップ信号が受信されて検証されたとき電子デ
バイスに通電するように構成することができる。スタータ回路は、外部デバイスから受信
したシャットダウン信号を検出し、シャットダウン信号が受信されて検証されたとき電子
デバイスをスリープモードに移行させるために使用することもできる。スタータ回路は、
スタートアップ信号を検出するためにリッスンするとき、低電力モードのままでいるよう
に構成することができる。スタートアップ信号およびシャットダウン信号は、たとえば、
予め規定されたパターンに合致する特定のパルスシーケンスであってよい。いくつかの実
施形態では、スタートアップシーケンスおよびシャットダウンシーケンスが同じシーケン
スであってよく、またはそれらが異なるシーケンス(たとえば、異なるパラメータを有す
るパルス列)であってよい。
【００２３】
　スタータ回路の実施形態を詳細に記載する前に、この開示した技術を様々な実施形態で
実装できる例示的な用途を記載することが有用である。1つのそのような例示の用途は、
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ワイヤレスカプセル内視鏡などの経口摂取可能な内視鏡の用途である。ワイヤレスカプセ
ル内視鏡(WCE, wireless capsule endoscopy)は、消化(GI, gastrointestinal)管を検査
するための診断技術を提供するのに、ますます人気を得ている。図1は、本明細書に記載
される技術の一実施形態にしたがう、例示的なWCEシステムを図示する図である。この例
示的なシステムは、カプセル内視鏡2、複数の外部アンテナ6(対象者の体の外側)、ウェア
ラブルなデータ記録器12、およびワークステーション14を含む。カプセル内視鏡2は、人
間の対象者20によって経口摂取可能な小さいカプセルにパッケージされている。カプセル
内視鏡2は、対象者のGI管の画像をキャプチャするための画像センサおよび分析のためそ
れらの画像を体の外側にワイヤレスで送信するための送受信機を含む。カプセル内視鏡2
の例は、図2を参照して以下でさらに記載される。
【００２４】
　動作では、カプセル内視鏡2が(たとえば、本明細書に記載される様々な実施形態にした
がうスタータ回路を使用して)電源オンにされ、人間の対象者20によって飲み込まれる。
カプセル内視鏡2に搭載されるカメラが、画像を集めて、それらの画像をワイヤレス送信
機(ワイヤレス送受信機の部分であってもよい)を介して人間の体の外側の受信機に送信し
始める。この例では、複数の外部アンテナ6は、カプセル内視鏡2中の送信機によって送信
される信号を受信し、それらの信号を内視鏡データ端末に送信するように構成される。内
視鏡データ端末は、ウェアラブルな記録デバイス12、またはワークステーション14、また
はウェアラブルな記録デバイス12とワークステーション14との組合せを含むことができる
。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、ウェアラブルな記録デバイス12は、さらなる処理および分析
なしに、カプセル内視鏡2によってキャプチャおよび送信された画像データを記憶するよ
うに構成される。他の実施形態では、ウェアラブルな記録デバイス12は、画像およびデー
タ分析を実施する機能を同様に含むこともできる。ウェアラブルな記録デバイス12は、カ
プセル内視鏡2から送られてきた画像データをキャプチャおよび記憶するために、たとえ
ば、ディスクドライブまたは固体メモリを含むことができる。ウェアラブルな記録デバイ
ス12は、受信した画像データをワークステーション14に通信可能にするための、配線接続
された、またはワイヤレスの通信インターフェースを含むこともできる。
【００２６】
　この例では、ウェアラブルな記録デバイス12は、(もしあれば)さらなる処理および分析
のため、記憶した画像データをワークステーション14にダウンロードする。医師または他
の医療関係者がワークステーション14上で画像を検査し、それに応じて患者の状態を評価
することができる。患者が記録デバイスを医師の診療所に返却すると、ウェアラブルな記
録デバイス12が、配線接続された、またはワイヤレスの通信リンクを介して、記憶した画
像データをワークステーション14にダウンロードするようにシステムを構成することがで
きる。他の実施形態では、ウェアラブルな記録デバイス12は、たとえば、セルラーまたは
他の遠隔接続などによって、データをワークステーション14にリモートで転送することが
できる。さらなる実施形態では、データ記録デバイスを通過することなく、カプセル内視
鏡からワークステーション14にデータを送信することができる。
【００２７】
　図1に図示されるシステムは、人間の対象者22がカプセル内視鏡2を摂取して、画像がウ
ェアラブルな記録デバイス12に転送されキャプチャされる間、医療施設の外側で彼または
彼女の仕事を進めることを可能にするように構成される。他の用途では、システムは、患
者が医療施設に残っている間、分析のためにデータをキャプチャするように構成すること
ができる。
【００２８】
　図2は、本開示のスタータ回路を実装できる、内視鏡カプセルの例示的な概念のアーキ
テクチャを図示する図である。図2に見られるように、この例示的な経口摂取可能な内視
鏡は、画像センサ112、光源114、画像処理システム116、コントローラ118、ワイヤレス送
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受信機120、およびエネルギー貯蔵デバイス122を含む。これらの構成要素は、密封された
容器110の中に収納される。
【００２９】
　いくつかの異なる画像センサ技術のいずれかを使用することができるが、いくつかの用
途では、CMOSまたはCCD画像センサなどの固体画像センサを使用する。光源114としての1
つまたは複数の発光ダイオード、および生体内の情景をキャプチャし、それを画像センサ
112上に合焦するためのレンズ(図示せず)を設けることができる。画像センサ112によりキ
ャプチャされた画像は、オンボードのボード処理のために、画像処理システム116に提供
される。様々な用途において、電力の節約、およびプロセッサ要件を制限するためにオン
ボード処理が制限される場合がある。さらなる実施形態では、画像処理116を省略し、画
像センサの出力を、送受信機120を介して外部の受信機に直接送信することができる。
【００３０】
　画像は、外部の受信機に送信するために、送受信機120に提供される。送受信機120は、
たとえば、データ記録器12またはワークステーション14などの外部デバイスとの間で、ア
ンテナ(図1では図示せず)を介してデータをワイヤレスで送受信するように構成されるASI
Cまたは他の回路構成として実装することができる。内視鏡カプセルの様々な他の構成要
素をASICの部分として実装することもできる。たとえば、画像処理回路構成、コントロー
ラ118、および光源114のためのドライバなどの回路構成を、送受信機120と同じASIC中に
実装することができる。
【００３１】
　この例では、別個のコントローラ118が示されており、内視鏡カプセルの動作を制御す
るために設けることもできる。しかし、いくつかの応用例では、電源を入れると画像のキ
ャプチャおよび送信を開始するようにデバイスを構成することができるので、コントロー
ラ118は必要でない。
【００３２】
　エネルギー貯蔵およびスタータ122もまた含まれる。エネルギー貯蔵デバイスは、ワイ
ヤレス内視鏡の様々な構成要素に電力を提供する。エネルギー貯蔵デバイスは、たとえば
、電池、キャパシタ、またはエネルギーを貯蔵し電力を構成要素に提供することができる
他のエネルギー貯蔵デバイスを使用して実装することができる。使用の前に経口摂取可能
な内視鏡の回路構成の電源を入れるために、スタータを含むことができる。このことによ
って、そのようなときまで回路構成を電源オフのままでいることを可能にし、それによっ
て、電源からのリーク電流を最小化することができる。
【００３３】
　このようにして、本開示の技術を実装することができる、例示的な用途を記載してきた
が、スタータ回路の様々な実施形態がここで記載される。これらの実施形態は、この例示
的な用途の観点から記載することができるが、カプセル内視鏡以外の他のデバイスを用い
た他の用途で、本開示の技術をどのように実装できるかについて、当業者なら理解されよ
う。
【００３４】
　様々な実施形態では、デバイスが使用されていないとき、デバイスをスリープモードま
たはパワーダウンモードにすることを可能にするために、スタータ回路構成が設けられる
。これは、たとえば、デバイスが、デバイスの意図される使用の前の、出荷または保管(
たとえば、在庫として)されているときであってよい。スタータ回路構成は、外部デバイ
スから受信したスタートアップ信号を検出し、スタートアップ信号が受信されて検証され
たとき内視鏡に通電するように構成することができる。スタータ回路構成は、スタートア
ップ信号を検出するためにリッスンする間、低電力モード(たとえば、サブスレッショル
ドモード)のままでいるように構成することができる。スタートアップ信号は、たとえば
、スタートアップ信号をトリガするために使用される、特定のパルス列であってよい。
【００３５】
　図3は、デバイス送受信機と組み合わせたスタータ回路の例示的な概念のブロック図で
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ある。図3に見られるように、この例は、エネルギー源126(たとえば、電池)に結合され、
送受信機120にも結合されるスタータ回路128を含む。最初は、(もしあれば、他の構成要
素に加えて)送受信機120および画像センサがパワーダウンされ、電池は、スタータ回路に
のみ電力を供給する。したがって、リーク電流は、スタータ回路によってのみ、または実
質的にスタータ回路によってのみ決定される。スタータ回路128がアクティブ化されると
、送受信機120をアクティブ化してデバイスを電源オンにすることができる。同様に、デ
バイスをスリープモードに移行するためにも使用することができる。
【００３６】
　図4は、本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうスタータ回路についての例
示的なアーキテクチャを図示する図である。図5は、本明細書に記載される技術の一実施
形態にしたがうスタータ回路構成128の動作についての例示的なプロセスを図示する図で
ある。ここで、図4および図5を参照すると、この例は、電力検出回路212、シュミットト
リガ214、パルスタイマ回路216、およびカウンタ回路220を含む。スタータ回路128は、ア
ンテナ222からの信号を(直接的または間接的に)受け取るように結合される入力を含む。
この例では、アンテナ222は、データ記録器12またはワークステーション14などの外部デ
バイスと通信するための電磁信号を送受信するため、送受信機120により使用されるのと
同じアンテナである。したがって、そのような構成では、スタータ回路128のための追加
アンテナは必要でなく、それによって、電子デバイスの体積および重さを節約する。
【００３７】
　動作320において、電力検出回路212は、アンテナ222によって受け取った信号を、受け
取って検出する。電力検出回路212は、二乗器回路とその後に続く受動型ローパスフィル
タを含むように構成することができる。いくつかの実施形態では、電力検出回路212は、
整流器回路として実装することができる。たとえば、ピーク検出器は、受け取った信号の
ピーク値に対応する電圧レベルを出力するために、たとえばダイオードとキャパシタを直
列に接続した半波整流器などのダイオード整流器回路を使用して実装することができる。
したがって、動作322において、電力検出回路212は、その出力で入力電力に比例したDC電
圧を作る。様々な実施形態では、DC出力電圧を作るため整流器回路をトリガするため受け
取った信号に必要な電力レベル(たとえば、ピーク電力レベル)は、電子デバイスによる通
信で使用される信号レベルよりも大きい電力レベルである。いくつかの実施形態では、こ
の電力レベルは、デバイスの送受信機の動作可能なダイナミックレンジよりも大きいもの
であると記載することができる。たとえば、この閾値として必要な電力レベルは、送受信
機の動作可能なダイナミックレンジの2倍であってよい。他の実施形態では、この閾値と
して必要な電力レベルは、送受信機の動作可能なダイナミックレンジの3倍、4倍、または
5倍であってよい。
【００３８】
　動作324において、電力検出回路212により出力される信号がシュミットトリガ214に提
供され、このことによって、ウェイクアップ電流がアクティブ化されるレベルに電力レベ
ルが近いとき、ジッタが最小化する。シュミットトリガ214を使用して、擬似トリガを回
避し、雑音が多い信号をパルスへと整形することができる。シュミットトリガは、その出
力でパルスをパルスタイマ216に提供する。動作326において、パルスタイマ回路216は、
シュミットトリガ214から受け取った信号のパルス幅を評価し、受け取った信号のパルス
幅が規定された仕様内である場合にだけ有効な出力パルスを生成する。たとえば、一実施
形態では、パルスタイマ216は、入力信号が予め規定されたパターンのパルス幅と継続時
間に対応するときにだけ出力パルスを生成するように構成することができる。これの例が
、図6を参照して以下で記載される。
【００３９】
　加えて、パルス列パラメータのいずれかについてのタイミングが容認された範囲外であ
るとき(すなわち、予め規定されたパターンが検出されないとき)、カウンタ218のための
リセットパルスを生成するようにパルスタイマ216を構成することができる。すなわち、
パルス特性が有効なスタートアップシーケンスについての要件を満足しない場合、リセッ
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ト信号が生成される。したがって、予め規定されたスタートアップシーケンスがアンテナ
に存在するときにだけスタータ回路がアクティブ化され、このことによって、スタートア
ップ回路の偶発的な、または悪意のあるトリガに対する安全確保の対策を提供することが
できる。
【００４０】
　動作328において、カウンタ回路218がパルスタイマ216からパルスを受け取り、最後の
リセット信号以降のパルスの数をカウントする。次のリセットまでに、有効なパルスが正
しい数に達した場合、カウンタ回路218は、スタートアップ信号の出力をトリガする。カ
ウント値が予め規定された値に達すると、このアクティベーション信号が電子デバイスの
構成要素の電源オンを開始する。たとえば、スタートアップ信号は、送受信機をイネーブ
ルにする、もしくは電源オンにするため、または電子デバイス中の他の好適な構成要素を
電源オンにするため使用することができる。
【００４１】
　主として上で、電子デバイスをアクティブモードへと移行するためのアクティベーショ
ン信号またはスタートアップ信号を生成すると記載したが、電子デバイスをスリープモー
ドに移行するためのディアクティベーション信号またはシャットダウン信号を生成するた
めに、同じスタータ回路を、同様の方法で使用することができる。たとえば、受け取った
パルス列は、整流器によって検出し、シュミットトリガによって調整することができ、パ
ルス特性は、パルスタイマ回路およびカウンタによって測定することができる。カウンタ
は、有効なシャットダウン信号を検出するための有効なパルスの数をカウントするため使
用される。いくつかの実施形態では、シャットダウン信号は、スタートアップ信号と同じ
であってもよいし、異なっていてもよい。有効なシャットダウン信号がアンテナで受け取
られて、スタータ回路128によって検出される場合、スタータ回路128は、送受信機(また
は電子デバイス)をスリープモードへと移行するのに好適な信号を生成することができる
。
【００４２】
　スタートアップ回路構成は、それがアクティブ化されるまで非常に低い電力を消費する
ように構成することができ、様々な実施形態では、最小のオーバーヘッド回路構成を必要
とする。電力消費が重要であるために、スタートアップ回路構成は、たとえば、オンオフ
キーイング変調(OOK, on-off keying modulation)などのスタートアップ信号のための簡
単なパルス方式を使用するように構成することができる。図6は、本明細書に記載される
技術の一実施形態にしたがう例示的なパルスシーケンスを図示する図である。この例では
、パルスの数(N)、パルスの周期(T1)およびデューティサイクル(T0)が、図6に示されるよ
うな、所望のスタートアップシーケンスを決定する。パルスタイマは、これらのパラメー
タのうちのいずれかのタイミングが予め規定された許容範囲外であるとき、カウンタのた
めにリセットパルスを生成する。好適なパラメータであるN個のパルスのシーケンスが受
け取られたら、カウンタは、送受信機をイネーブルにするスタートアップシーケンスを生
成する。
【００４３】
　図7は、本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうパルスタイミング回路の簡
略化した例を図示する図である。様々な実施形態では、好適なリセットパルスを生成する
ために、各時定数T0、T1、N.T1のために別個の回路が設けられる。
【００４４】
　図8および図9は、本明細書に記載される技術の一実施形態にしたがうスタートアップ波
形、カウントパルス、およびリセット信号の実験測定のスクリーンキャプチャを図示する
図である。図8の例に図示されるように、回路は、有効なスタートアップ信号かどうかわ
からない信号512を受け取る。信号512が検出され、シュミットトリガが、スクリーンの中
心に示されるようなパルス514を作る。この例ではパルスが有効であるために、リセット
信号516はトリガされない。対照的に、図9の例では、信号612が検出され、シュミットト
リガがパルス614を作る。しかし、この例では、適切なパラメータに合致しない(たとえば
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、デューティサイクルが低すぎる)パルスがあるために、それらのパルスの各々について
、リセット信号616でリセットパルスが生成される。1つのパルスがそれらのパラメータに
合致する場合、スクリーンの上部中央に見えるように、リセットパルスは生成されない。
【００４５】
　上で記載した例は、予め規定されたパルス幅およびデューティサイクルの予め規定され
た数のパルスを使用するが、様々な異なるキーイング方式のいずれかを使用して、電子デ
バイスが意図せずに、または悪意を持ってトリガされないことをより確かにすることがで
きる。たとえば、異なる符号化または変調方式を使用してキーイングを提供することがで
きる。さらに、ごく近傍にあるデバイスのグループの中の1つの特定のデバイスを、その
デバイスに指定されたキーを送信することによって、選択的にアクティブ化することがで
きるように、異なる電子デバイスが異なるキーを使用することができる。このことによっ
て、選択されたデバイスだけがトリガされ、選択されないデバイスが意図せず同時にトリ
ガされないことをより確かにすることができる。さらなる実施形態では、デバイスをパワ
ーダウンしてそれをスリープモードに戻すための同様のメカニズムを可能にするために、
電源オフまたはシャットダウンシーケンスを提供することもできる。
【００４６】
　様々な実施形態では、スタータ回路は、スタータ回路が実装される電子デバイスに、何
ら著しい面積上の不利益を追加せず、全体サイズに著しい影響を及ぼさないように、十分
に簡素である。したがって、上の例に記載したような受信機およびアンテナなど、既存の
送受信機の構成要素の一部を再使用することによって、解決策の魅力に貢献する。アップ
リンクまたはダウンリンク通信のいずれかで使用される電子デバイスのアンテナは、上の
例で記載したようなスタートアップシーケンスを受け取るために使用することもできる。
したがって、スタートアップシーケンスの搬送周波数は、アンテナおよび受信機がスター
トアップ信号を適切に受け取ることを可能にするために、通信リンクのものと同じまたは
同様である。スタートアップシーケンスの搬送周波数を通信リンクのものと正確に同一に
設定するのが理想的であるが、スタートアップシーケンスの搬送周波数が、すべての用途
でその正確さである必要はない。実際に、スタートアップシーケンスの搬送周波数は、ス
タートアップシーケンス中のパルスが適切に検出されてスタートアップを可能にするため
にカウントすることができるように、スタートアップシーケンスの搬送周波数が電子デバ
イスの通信リンクの搬送周波数と少なくとも十分に近いように、通信リンクの周波数とほ
ぼ同じであってよい。
【００４７】
　スタートアップシーケンスが通信リンクの通常動作と干渉しないために、スタータ回路
にとっての信号レベルは、通信リンクの通常動作よりも高い。これは、移植可能/経口摂
取可能な構成要素の受け取った信号が、人間の組織による追加損失を有し、したがって、
スタートアップ信号よりも弱いために、可能である。しかし、送受信機入力段は、この信
号レベルを破損することなく取り扱うことが可能でなければならない。加えて、スタータ
の入力段は、通信リンクの典型的な信号レベルに応答しないように設計されなければなら
ない。
【００４８】
　本明細書に記載される様々な回路またはブロックは、ハードウェア、ソフトウェア、ま
たはそれらの組合せのいずれかの形態を利用して実装することができる。回路は、たとえ
ば、1つまたは複数のプロセッサ、コントローラ、中央処理装置、ASIC、PLA、PAL、PLD、
CPLD、FPGA、論理構成要素、または、アナログもしくはデジタルのいずれかの、ハードコ
ーディングに基づく、回路構成の構成もしくは配線、動作命令の実行、またはそれらの組
合せで、信号を操作するもしくは機能させる他のメカニズムもしくはデバイスを含むこと
ができる。
【００４９】
　回路は、1つまたは複数のメモリデバイスを含むことができる(1つまたは複数のプロセ
ッサと別個、一体化、または組み込まれた)メモリをさらに含むことができる。そのよう
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なメモリデバイスは、たとえば、読取り専用メモリ、ランダムアクセスメモリ、揮発性お
よび不揮発性メモリ、スタティックメモリ、ダイナミックメモリ、フラッシュメモリ、キ
ャッシュメモリ、または、磁気、音響、光学もしくはその他の、他の情報記憶デバイスな
どのメモリタイプのうちの1つまたは組合せを含むことができる。
【００５０】
　本明細書に記載される回路は、ディスクリート回路、もしくはモジュール、もしくは機
能として実装することができ、または記載した回路の2つ以上を組み合わせることができ
る。たとえば、機能性のうちの様々な特徴または要素を、別個のサブシステムまたはブロ
ックとして別個に記載または特許請求することができるが、これらの特徴および機能性を
1つまたは複数の共通ソフトウェアおよびハードウェア要素間で共有することができ、そ
のような記載は、そのような特徴または機能性を実装するのに別個のハードウェアまたは
ソフトウェア構成要素が使用されることを必要としないまたは暗示すべきでないことを当
業者なら理解するであろう。
【００５１】
　本開示の技術の様々な実施形態が上で記載されてきたが、それらは、例示のためにだけ
提示されてきており、限定するためではないことを理解されたい。同様に、様々な図は、
開示される技術についての例示的なアーキテクチャまたは他の構成を描く場合があり、こ
れは、本開示される技術に含むことができる特徴および機能性を理解するのを助けるため
に行われる。開示される技術は、図示される例示的なアーキテクチャまたは構成に限定さ
れず、様々な代替アーキテクチャおよび構成を使用して所望の特徴を実装することができ
る。実際に、本明細書で開示される技術の所望の特徴を実装するために、どのようにして
代替の機能的、論理的、または物理的分割および構成を実装できるのか、当業者には明ら
かであろう。また、本明細書に描かれたもの以外の多数の異なる構成要素モジュール名を
様々な分割に適用することができる。加えて、流れ図、動作の記載、および方法クレーム
に関して、本明細書でステップが提示される順番は、文脈がそうでないと規定しない限り
、記載される機能性を同じ順番で実施するように様々な実施形態が実装されるのは義務づ
けられていないものとする。
【００５２】
　本開示の技術は、上で、様々な例示的な実施形態および実装形態の観点から記載されて
いるが、個々の実施形態の1つまたは複数に記載される様々な特徴、態様、および機能性
は、記載されている特定の実施形態に対するそれらの適用性に限定されず、その代わりに
、単独でまたは様々な組合せで、本開示の技術の他の実施形態のうちの1つまたは複数に
、そのような実施形態が記載されてもされなくても、そのような特徴が記載される実施形
態の一部として提示されてもされなくても、適用することができることを理解されたい。
こうして、本明細書に開示される技術の広がりおよび範囲は、上記の例示的な実施形態の
いずれかによって限定されるべきでない。
【００５３】
　本文書で使用される用語および語句、ならびにそれらの変形は、明示的に別段の指定が
ない限り、限定とは反対の、オープンエンドと解釈すべきである。上の例として、「含む
(including)」という用語は、「限定せずに含む」などを意味すると読むべきであり、「
例(example)」という用語は、網羅的でもそれらを限定するリストでもなく、議論におけ
る項目の例示的な事例を提供するために使用され、「a」または「an」という用語は、「
少なくとも1つ」「1つまたは複数」などを意味すると読むべきであり、「従来の」「伝統
的な」「通常の」「標準的な」「知られている」などの形容詞および同様の意味の用語は
、所与の時間期間に記載された項目、または所与の時間時点に利用可能な項目に限定する
と解釈されるべきでなく、その代わりに、現在または将来における任意の時間で利用可能
または知られる可能性がある従来の、伝統的な、通常の、または標準的な技術を包含する
と読むべきである。同様に本文書が当業者にとって明らかまたは知られているであろう技
術に言及する場合、そのような技術は、現在または将来における任意の時間で明らかまた
は知られているものを包含する。
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　いくつかの事例における「1つまたは複数」、「少なくとも」、「限定しないが」、ま
たは他の同様の語句などの広がりを持った単語や語句の存在は、そのような広がりを持っ
た語句が存在しない場合の事例において、より狭い場合が意図されるまたは要求されるこ
とを意味すると読まれるべきでない。「モジュール」という用語の使用は、モジュールの
部分として記載されるまたは特許請求される構成要素または機能性が、すべて、共通のパ
ッケージに構成されることを暗示しない。実際に、制御ロジックか他の構成要素かに関係
なく、モジュールの様々な構成要素の一部または全部は、単一のパッケージ中に組み合わ
せること、または別個に保持することができ、さらに、複数のグループ分けもしくはパッ
ケージで、または複数の場所にわたって分散することができる。
【００５５】
　加えて、本明細書に記載される様々な実施形態は、例示的なブロック図、フローチャー
ト、および他の図面に関して記載される。本文書を読んだ後に当業者には明らかとなるよ
うに、説明された実施形態およびそれらの様々な代替形態を、説明された例に限定するこ
となく実装できる。たとえば、ブロック図およびそれらの添付の記載は、特定のアーキテ
クチャまたは構成を義務づけると解釈すべきでない。
【符号の説明】
【００５６】
　　2　カプセル内視鏡
　　6　外部アンテナ
　　12　装着可能データ記録器
　　14　ワークステーション
　　20　人間の対象者
　　22　人間の対象者
　　110　容器
　　112　画像センサ
　　114　光源
　　116　画像処理システム
　　118　コントローラ、システム制御回路
　　120　ワイヤレス送受信機
　　122　エネルギー貯蔵デバイス、エネルギー貯蔵およびスタータ
　　126　エネルギー源
　　128　スタータ回路、スタータ回路構成
　　212　電力検出回路
　　214　シュミットトリガ
　　216　パルスタイマ回路
　　218　カウンタ
　　220　カウンタ回路
　　222　アンテナ
　　512　信号
　　514　パルス
　　516　リセット信号
　　612　信号
　　614　パルス
　　616　リセット信号
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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月22日(2019.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子デバイスのためのスタータ回路であって、
　アンテナに結合される入力を備える整流器回路と、
　前記整流器回路からの整流した信号を受け取るように結合される入力を備えるシュミッ
トトリガと、
　前記シュミットトリガからのパルスを受け取るように結合されて、前記パルスが有効な
スタートアップシーケンスの部分であるかどうかを決定するためパルス特性を測定し、前
記パルスが有効なスタートアップシーケンスの部分でない場合にリセット信号を生成する
ように構成されるパルスタイマ回路と、
　前記パルスタイマ回路の出力に結合される第1の入力および第2の入力を有するカウンタ
であって、カウンタのカウント値が予め規定された値に到達すると前記電子デバイスの構
成要素の電源オンを開始する信号を出力するように構成されるカウンタと
を備え、
　ディアクティベーション信号を送受信機に送信して、前記送受信機をスリープモードに
切り替えさせるように構成され、
　(i)受け取った前記信号の電力レベルが予め規定された電力レベル以上であり、かつ、(
ii)前記送受信機がアクティブモードから前記スリープモードに切り替えるべきであるこ
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とを示す予め規定されたシャットダウンシーケンスを受け取った前記信号が含むときにだ
け、シャットダウン信号を前記送受信機に送信する、スタータ回路。
【請求項２】
　前記シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと異なる、請求項１に
記載のスタータ回路。
【請求項３】
　前記シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと同じである、請求項
１に記載のスタータ回路。
【請求項４】
　アンテナと、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力を含む送受信機であって、ア
クティブモードおよびスリープモードを含む、送受信機と、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力および前記送受信機に結合さ
れる出力を含むACスタータ回路であって、前記アンテナからの前記信号を受け取るように
結合され、受け取った前記信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベル以上であ
るときにのみ整流した無線信号を生成するように構成される、整流器回路を備えるACスタ
ータ回路と
を備え、
　(i)受け取った前記信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定された電力レベル以上で
あり、前記第1の予め規定された電力レベルが前記送受信機により受け取られた通信信号
の電力レベルよりも大きい、かつ、(ii)前記送受信機が前記スリープモードから前記アク
ティブモードに切り替わるべきであることを示す予め規定されたスタートアップシーケン
スを受け取った前記信号が含むときにだけ、前記ACスタータ回路が前記送受信機にアクテ
ィベーション信号を送信し、受け取った前記信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定
された電力レベル以上でないとき、または前記スタートアップシーケンスが前記予め規定
されたスタートアップシーケンスでないとき、前記ACスタータ回路が前記送受信機に前記
アクティベーション信号を送信せず、
　前記スリープモードの前記送受信機が前記ACスタータ回路から前記アクティベーション
信号を受け取ると、前記送受信機がその動作モードを前記スリープモードから前記アクテ
ィブモードに切り替え、
　無線信号の電力レベルが第2の予め規定された電力レベル以上であるとき、前記アクテ
ィブモードの前記送受信機が前記アンテナにより受け取られた前記無線信号を復号し、
　前記送受信機が前記アクティブモードで消費するリーク電流より少ないリーク電流を前
記ACスタータ回路が消費し、
　前記ACスタータ回路が、シャットダウン信号を前記送受信機に送信して、前記送受信機
を前記スリープモードに切り替えさせるように構成され、
　前記ACスタータ回路が、(i)受け取った前記信号の前記電力レベルが前記予め規定され
た電力レベル以上であり、かつ、(ii)前記送受信機が前記アクティブモードから前記スリ
ープモードに切り替えるべきであることを示す予め規定されたシャットダウンシーケンス
を受け取った前記信号が含むときにだけ、前記シャットダウン信号を前記送受信機に送信
する、無線通信デバイス。
【請求項５】
　前記シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと異なる、請求項４に
記載の無線通信デバイス。
【請求項６】
　前記シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと同じである、請求項
４に記載の無線通信デバイス。
【請求項７】
　アンテナと、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力を含む送受信機であって、ア
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クティブモードおよびスリープモードを含む、送受信機と、
　前記アンテナからの信号を受け取るように結合される入力および前記送受信機に結合さ
れる出力を含むACスタータ回路であって、前記アンテナからの前記信号を受け取るように
結合され、受け取った前記信号の電力レベルが第1の予め規定された電力レベル以上であ
るときにのみ整流した無線信号を生成するように構成される、整流器回路を備えるACスタ
ータ回路と
を備え、
　(i)受け取った前記信号の前記電力レベルが前記第1の予め規定された電力レベル以上で
あり、前記第1の予め規定された電力レベルが前記送受信機により受け取られた通信信号
の電力レベルよりも大きい、かつ、(ii)前記送受信機が前記アクティブモードから前記ス
リープモードに切り替えるべきであることを示す予め規定されたシャットダウンシーケン
スを受け取った前記信号が含むときにだけ、前記ACスタータ回路がA/Dアクティベーショ
ン信号を前記送受信機に送信し、受け取った前記信号の前記電力レベルが前記第1の予め
規定された電力レベル以上でないとき、または前記シャットダウンシーケンスが前記予め
規定されたシャットダウンシーケンスでないとき、前記ACスタータ回路が前記送受信機に
ディアクティベーション信号を送信せず、
　前記アクティブモードの前記送受信機が前記ACスタータ回路から前記ディアクティベー
ション信号を受け取ると、前記送受信機がその動作モードを前記アクティブモードから前
記スリープモードに切り替え、
　無線信号の電力レベルが第2の予め規定された電力レベル以上であるとき、前記アクテ
ィブモードの前記送受信機が前記アンテナにより受け取られた前記無線信号を復号し、
　前記送受信機が前記アクティブモードで消費するリーク電流より少ないリーク電流を前
記ACスタータ回路が消費する、無線通信デバイス。
【請求項８】
　前記第2の予め規定された電力レベルが、前記送受信機が動作可能なダイナミックレン
ジ範囲内であり、前記第1の予め規定された電力レベルが、前記第2の予め規定された電力
レベルの2倍よりも大きい、請求項７に記載の無線通信デバイス。
【請求項９】
　前記ACスタータ回路が、シャットダウン信号を前記送受信機に送信して、前記送受信機
を前記スリープモードに切り替えさせるように構成される、請求項７に記載の無線通信デ
バイス。
【請求項１０】
　前記ACスタータ回路が、(i)受け取った前記信号の前記電力レベルが予め規定された電
力レベル以上であり、かつ、(ii)前記送受信機が前記アクティブモードから前記スリープ
モードに切り替えるべきであることを示す予め規定されたシャットダウンシーケンスを受
け取った前記信号が含むときにだけ、前記シャットダウン信号を前記送受信機に送信する
、請求項９に記載の無線通信デバイス。
【請求項１１】
　前記シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと異なる、請求項９に
記載の無線通信デバイス。
【請求項１２】
　前記シャットダウンシーケンスが前記スタートアップシーケンスと同じである、請求項
９に記載の無線通信デバイス。
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摘要(译)

用于电子设备的启动器电路（128）包括整流器电路（212），其具有耦
合到天线（222）的输入，耦合到整流器电路的施密特触发器（214），
以及施密特触发器（214）。耦合接收脉冲并配置为测量脉冲特性以确定
脉冲是否是有效启动序列的一部分，并且如果脉冲不是有效启动序列的
一部分则生成复位信号脉冲定时器电路（216）和计数器（218）具有耦
合到脉冲定时器电路的输出的第一输入和第二输入，当计数器的计数值
达到预定值时，计数器是电子的。并且计数器（218）被配置为输出信号
以启动设备的组件的电源。
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